
Ⅰ　改革・改善内容（＝施策をより良く実施するための方策）

Ⅱ　施策の目的・概要

対象

Ⅲ　事務事業の成果やコストの状況

単位
平成24
年度

平成25
年度

ⅰ 人 20 26
ⅱ ％ - 45.1
ⅲ
ⅳ
ⅰ 人 540 673
ⅱ 回 1 0
ⅲ ％ - 0.9
ⅳ 件 6 6
ⅴ 回 14 12
ⅵ 件 0 19
ⅶ 人/回 20 16
ⅷ
ⅸ

④施策の事業費 平成25年度決算 平成26年度決算

事業費（千円） 3,134 7,172 円
Ⅳ　評価・検討

Ⅴ　今後の方向性

25

国際交流・国際協力活動に参加した人の割合（市民意識調査）

平和関連行事に対する市の後援数

20

750
3

2.0
8
15
10

指標名称

通訳ボランティア登録人数
姉妹都市ワカタネを知っている人の割合（市民意識調査）

国際交流協会通訳ボランティア派遣数
行政資料の新規翻訳数
国際交流協会日本語教室参加者数

施策の名称 144世界144世界144世界144世界とととと結結結結びつくびつくびつくびつく国際化国際化国際化国際化のののの促進促進促進促進

施策のねらい
（めざす姿）

市民による国際交流が盛んに行われています。
国際平和の意識が高く、様々な分野で国際化への対応が行われています。
外国人にも暮らしやすい鎌ケ谷市になっています。

施策担当マネージャー

マネージャー氏名

総務企画部次長

山﨑　正史

1「健康で生きがいのある福祉・学習都市」をめざして

14個人が尊重しあう多様な市民交流をつくります

目標値
（27年度）

28

-

650
2

7

基本目標

③改革・改
善内容

2概ね達成
③総合評価
の理由

多文化共生社会を実現するための拠点施設となる多
文化共生推進センター（かまがやワールドプラザ）を
開設するとともに、協働で各種取り組みを進める多文
化共生推進連絡協議会を設立した。

多文化共生推進センター（かまがやワールドプラザ）を拠点として、多文化共生社会
を実現するために様々な活動を展開し市民に広く認知してもらうことが重要となる。

平成26
年度

13
-

多文化共生社会の実現に向けて、姉妹都市をはじめ、
様々な国や地域と交流活動を展開している。また、市民
の平和意識が高まり、国際平和へ向けた取組みが行わ
れている。

①目的

鎌鎌鎌鎌ケケケケ谷市施策評価表谷市施策評価表谷市施策評価表谷市施策評価表（（（（事後事後事後事後））））

①平成25～26年度
の施策の成果

市内に外国人が継続して増加する中で、多文化共生社会の実現に向けて、拠点施設となる多文化共
生推進センターの開設、協働で各種取り組みを進める多文化共生推進連絡協議会の設立などを行う
とともに、姉妹都市のニュージーランド・ワカタネとの各種交流事業を行った。

①前回
の評価
で掲げ
た内容

②施策の概要
国籍にとらわれず、日本人も外国人もお互いの文化を認め合い、共に地域の一員と
して生活することができる多文化共生社会社会の実現に向けて、国際化を促進して
いく。

③環境分析（状況変化
や今後の見込み・市民意
向など）

②①に
基づく
取組み
結果

引き続き、多文化共生推進センター
と多文化共生推進連絡協議会が連
携し、外国人にも暮らしやすい鎌ケ
谷市を目指す。

昨今の地球環境や南北格差、平和問題、さらには
原油や食料価格の高騰問題などの経済問題は、市
民の生活にもかかわる国際的な問題でもあり、市民
一人ひとりの国際理解を深める重要性が増してきて
いる。したがって、市民一人ひとりの国際理解の向
上を図る必要がある。

①課題（目的に対す
る現状など）

平成27年度予算
7,493

政策

外国人住民が増加傾向にある中で、平成32年度の東京オリンピック・パラリンピック
の開催が決定したこと等により、今後も多くの外国人が本市に訪れることが想定さ
れる。

市民一人ひとりの国際理解の向上を図る
ため、平成26年4月に多文化共生推進セン
ター（かまがやワールドプラザ）を設置し
た。

市民・企業・行政
意図（対象をどう
するのか）

60.0

16

市民一人あたり事業費（26年度決算）

①成果の方向性 ↑向上

②総合評価

②コストの方向性 →維持

②施策
成果指
標

(単位：円) 66

1

現状のコストの中で様々な工夫をし、センターを広く周知することで、市民一人ひとり
の国際理解の向上という成果を達成することが望ましいため。

③特に重点化する事務事業 多文化共生推進センターの管理運営に要する経費

④上記方向性の説明

③基本
事業成
果指標

国際交流協会イベント参加者数
姉妹都市交流事業実施回数


